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3 . 事業領域策定のプロセス 

事業領域策定のステップとして、 次の 4 つのステップを 考える。 

3 . 1  既存事業・新事業の 芽の機能の抽出 

本方法論においては、 事業およ ぴ 事業領域を、 「機能」からとらえる。 ここ 

で 機能とは、 「 碩客 が事業の何に 対価を払っているか」と 定義する。 そのため 

にまず、 既存事業および 新事業の芽について、 各々その機能を 抽出する。 

この時、 機能を明確にするためには、 頬 客を限定する 必要もあ る。 顧客が違 

うと 提供している 機能も違うからであ る。 ( 例えば商社の 場合、 問屋を顧客と 

考える場合と、 最終消費者を 顧客と考える 場合とでは、 機能は違ってくる。 ) 

3 . 2  S SM による機能の 多面的抽出と 技能の選択 

第 2 ステップでは、 S ぉ M を用いて、 スチップ 1 で抽出された 機能が事業 領 

域を考えていく 上で適当であ るかを検討する。 - 般に 、 1 つの事業が 1 つの機 

能しか提供していないということはあ りえず、 事業は様々な 機能をもら 、 様々 

な 発展の可能性をもっている。 そのためこのステップでは、 企業側が単純に 知 

覚している機能以覚に、 顧客が期待しているほ 能はないのかをチェックするた 

めに行 う 。 

事業領域の策定のために、 S SM における「問題状況の 認識」、 「問題状況 

の表現」という 2 つのステップを 用いる。 

「問題状況の 認識」に関しては、 生産現場のシステム 設計のような 問題であ 

れば、 その機能に関しても 合意が得られやすい。 しかし事業領域の 策定ような 

問題に関しては、 「自分達が行っている 事業の機能がそもそも 何なのか」とい 

うことにさえ 合意は見い出しにくい。 

そのため「問題状況の 表現」のステップにおいて、 最大限豊富な 図を書くこ 

とによって問題状況の 構造、 プロセスおよび 両者の関係を 表現する。 事業領域 

の策定においては、 既存の事業および 商品が「顧客に 提供しているのは 何なの 

か 」の視点から 図を書いていくことが 有効であ る。 

こうして表現された 図から、 関連システムの う ベリンバを行う。 関連システ 

ム の う ベリンバとは、 「その問題に 関連していると 考えられるシステムの 名前 

としては何が 適切か」ということであ る。 この場合、 ラ ベリンバされたジス テ 

ムが 必ずしも望ましいものであ るということは 必要ない。 
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次にこうしたプロセスによって 導かれた複数の 機能のうち、 事業領域を考え 

ていく上でどの 技能を選択していくかを 決定する。 この場合、 どのような機能 

を重視して事業をとらえていくかには、 当然のことながら 企業の意志が 入って 

くるが、 思 、 考のプロセスとしては、 次の 3 ステップを経る。 すな ね ち、 ①企業 

理念との整合性が 満たされているか、 ②静態的に見て、 どのような機能を 選択 

すれば事業間のシナジーを 最大にできるか、 ③動態的に見て、 どのような機能 

を選択すれば、 事業の向かうべき べ クトルを一致させられるかなどを 考慮しな 

がら機能を選択する。 

3 . 3  機能展開による 機能の高次元化 

次に 3 . 2 で選択された 機能を高次元化 ( 上方に展開 ) していき、 より広が 

りをもった事業領域を 示せるようなレベルに 展開していく。 具体的には、 ①製 

品名に近い形で 定義された事業を、 企業の方向性にあ った、 より発展 桂 のあ る 

機能の表現で 定義し直 す、 ②複数の事業を、 より高次の共通の 機能を発見する 

ことによってくくり 直すという作業を 行う。 

技能の高次元化による 事業の再定義に 関しては、 ワークデザインにおける 機 

能展開の方法を 援用できる。 その手順としてはまず、 「てがかりシステム」と 

呼ぶ設計プロジェクトを 発足させるための 手初めにするシステム (5 。 ) を選 

び、 その直接的技能 (F 。 ) を攻める。 そしてその機能を 順次高次元化 (F 。 づ 

F, づ F, ヰ ・・ づ F       ・ ) していく。 本方法論では、 現 事業および新事業 

の芽を「てがかりシステム」と 見なし、 ここから機能を 高次元化していく。 

挽能 展開の例として、 香備 保障会社の事例をとりあ げてみよう。 

S 。 : ガードマン 下粟 

    

F@                                   要人をガード す るめ 莱 @ 壌 （ 
  舵 機 
F. : 額 客の安全を守る 京菜 

  人的サービスだけでなく、 杏和アラーム 機器の姫 禿や ホーム・ オ一 
の 能 

トメーションを 利用したホーム・セキュリティ・システムなどを 車 高 廣 

業 に加え・ていくことができる。 次 朗 
    

F, : 社会の女全サービスの 提供耳菜 
フ C 

  僻報 通俗ネットワークを 駆使した企業辞や 地域のセキュリティ・ シ ィヒ CssM  ) 
ステムへと、 な 柴を広げることができる。   ノ 

  
機能の多面的抽出 

  

笹備 保障耳菜の技能展開の 例 
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こうして再定義された 事業領域を、 最後に 頬客 、 機能、 技術 ( 事業を成り止 

させている基盤となる 社内資源 ) の 3 軸 上にビジュアライズする。 ビジュア ラ 

ィズ する目的は、 企業がめざす 複数の事業領域を 同時に把握し、 かつ事業領域 

間の関係を明示するためであ る。 

この場合、 各 軸 上の項目 ( 座 標と 呼ぶ ) の相対的な位置関係は、 各軸 ごとに 

異質性の程度に 応じたプロ， ト をする。 例えば顧客 軸 においては、 マ - ケティ 

ング・シナジーが 最も効きにくいものが、 顧客軸の両端に 置かれる。 そしてそ の他の顔客の 異質性の程度を 軸上の坦 離 とし、 顧客 軸 上にプロットしてい @ 

機能 軸 、 技術軸も同様の 考え方でプロットする。 

最後に 3 軸の各座標間を 結び、 複数の事業領域をビジュアラ イズ する。 

A . 機能展開に よ る事業領域策定の 特段 

機能展開による 事業領域策定の 特徴は 、 次のようなことがあ げられる。 

①木葉のもつ 機能を原点として 考えていくため、 本業の強みを 生かした事業 領 

域 が設定できる 

②ハ一 ド のみにとどまらず、 ソフト・サービスをも 包括した事業領域が 設定で 

きる 

③生産や販売の 効率よりも、 事業企画の視点からのくくりが 優先される。 

①機能の高度化・ 選択のプロセスにおいて、 策定メンバ一のもつ 環境情報、 内 

部 資源情報および 企業の意志が、 自然と反映される 形となる 

一 90  一 


